
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道

戸
沢

上
桧
木
内

左
通

羽
後
中
里

松
葉

羽
後
長
戸
呂

田
沢
湖

田
沢
湖

八
津

刺
巻

神
代

生
田

角
館

秋
田
新
幹
線
・
田
沢
湖
線

西
明
寺

羽
後
太
田

大
仙
市

岩
手
県

鹿
角
市

北
秋
田
市

秋
田
市

宝
仙
湖玉

川
ダ
ム

秋
扇
湖鎧

畑
ダ
ム

秋
田
駒
ケ
岳

抱
返
り
渓
谷

た
つ
こ
像

御
座
石
神
社

　

１
月
17
日
、
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

で
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
安
全
作
業
を
目
指
し
て
」
と
題
し
、
講

師
の
高
橋
幸
雄
さ
ん
（
秋
田
県
警
Ｏ
Ｂ
）
が

古
く
か
ら
伝
わ
る
作
業
に
適
し
た
結
び
方
を

紹
介
。
集
ま
っ
た
参
加
者
は
、
基
礎
的
な
も

の
か
ら
、
積
み
荷
を
押
さ
え
る
「
引
き
締
め

結
び
」
な
ど
様
々
な
用
途
に
合
わ
せ
た
結
び

方
を
学
び
ま
し
た
。
教
室
の
最
後
に
は
屋
根

に
見
立
て
た
階
段
で
の
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
高
橋
さ
ん
は
「
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
は

作
業
の
効
率
化
、
ま
た
高
所
作
業
で
の
安
全

確
保
に
非
常
に
役
立
つ
。
ぜ
ひ
何
度
も
練
習

し
て
身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
教
室
（
田
沢
湖
公
民
館
事
業
）

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
で
安
全
確
保
、作
業
向
上

田沢湖地区

171/

一 つ、 二
つ覚えておく
だけでも非常
に便利なロー
プワーク

▼

▼自宅での贈呈式

　

２
月
１
日
、
戸
澤
信
さ
ん
（
西
木
町
上
荒

井
）
が
白
寿
を
迎
え
、
市
か
ら
お
祝
い
と
花

束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

白
寿
の
お
祝
い

西木地区

12/

　

１
月
25
日
、
田
沢
湖
地
区
の
健
康
と
医
療

を
考
え
る
会
（
西
村
隆
作
会
長
）
と
市
立
田

沢
湖
病
院
職
員
と
の
情
報
交
換
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
昨
年
12
月
に
東
京
都
で
開
催
さ

れ
た
地
域
住
民
活
動
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
田
沢
湖
病

院
か
ら
現
状
に
お
け
る
課
題
と
経
営
状
況
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
を
通
じ
、
行
政
・

医
療
機
関
・
地
域
住
民
が
三
位
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
の
医
療
を
支

え
合
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
を
機
会
に
今
後
も
継
続
し

た
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
、
連
携
と
協
働

を
も
っ
て
地
域
の
医
療
を
守
ろ
う
と
誓
い
合

い
ま
し
た
。 田

沢
湖
地
区
の
健
康
と
医
療
を
考
え
る
会

地
域
医
療
再
生
の
情
報
交
換
会

田沢湖地区

地 域 医 療
のあり方につ
いて話す西村
会長

▼

251/

　

陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー

ト
が
１
月
26
日
に
開
催
さ
れ
、
会
場
の
市
民

会
館
に
は
大
勢
の
聴
衆
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
１

部
で
は
「
大
い
な
る
秋
田
」
な
ど
を
演
奏
。

美
し
い
調
べ
を
聴
か
せ
ま
し
た
。
２
部
で
は

「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」「
ヤ
ン
グ
マ
ン
」

な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
演

奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
、
音
楽
隊
の
高
橋
充

隊
長
（
３
等
陸
佐
）
に
、
仙
北
市
自
衛
隊
父

兄
会
よ
り
用
意
さ
れ
た
感
謝
の
花
束
が
田
村

陽
菜
さ
ん（
生
保
内
中
３
年
）か
ら
手
渡
さ
れ
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト

す
ば
ら
し
い
演
奏
に
会
場
大
喝
采

田沢湖地区

さ ま ざ ま
な楽曲で聴衆
を魅了した音
楽隊

▼

261/

　

秋
田
県
で
芸
術
文
化
の
各
分
野
で
活
躍
し

た
個
人
や
団
体
に
贈
る
芸
術
選
奨
特
別
賞

（
ふ
る
さ
と
文
化
賞
）
を
、
平
成
24
年
11
月

28
日
に
亡
く
な
っ
た
テ
ノ
ー
ル
歌
手
・
本
田

秋
田
県
芸
術
選
奨
特
別
賞
（
ふ
る
さ
と
文
化
賞
）

故
・
本
田
武
久
さ
ん
が
受
賞

仙北市

12/

　

１
月
28
日
、
西
明
寺
中
学
校
（
田
口
和
典

校
長
）
の
生
徒
た
ち
が
、
地
域
内
の
一
人
暮

ら
し
世
帯
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
活
動
は
地
域
貢
献
へ
積
極
的
に
取
り

組
む
姿
勢
や
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を

通
じ
敬
う
心
、
感
謝
の
気
持
ち
を
育
む
た
め
、

毎
年
全
校
生
徒
が
参
加
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

担
当
す
る
住
宅
に
到
着
し
た
生
徒
た
ち

は
、
ス
コ
ッ
プ
、
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
な
ど
の
道

具
を
手
に
、
屋
根
か
ら
落
ち
た
雪
や
家
の
ま

わ
り
に
積
も
っ
た
雪
の
除
排
雪
に
熱
心
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
は
「
屋
根

か
ら
落
ち
た
雪
は
凍
っ
て
固
ま
っ
て
大
変

だ
っ
た
が
、
あ
り
が
と
う
と
声
を
掛
け
ら
れ

て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

作
業
後
に
は
生
徒
た
ち
が
作
っ
た
学
校
の
活

動
ア
ル
バ
ム
を
お
家
の
方
と
見
な
が
ら
談

笑
。
交
流
を
深
め
た
地
域
の
方
は
「
子
ど
も

た
ち
の
お
か
げ
で
大
変
助
か
っ
た
。
ア
ル
バ

西
明
寺
中
学
校
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
じ
心
の
ふ
れ
あ
い

西木地区
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武
久
さ
ん
（
享
年
41
）
が
受
賞
し
、
２
月
１

日
に
秋
田
県
庁
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
ご
遺

族
の
方
が
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
自
ら
闘
病
生
活
を
送
り

な
が
ら
、
同
じ
境
遇
に
置
か
れ
た
人
々
や
家

族
を
支
え
る
た
め
各
地
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

き
、
希
望
と
感
動
を
与
え
続
け
、
ま
た
、
出

身
地
で
あ
る
仙
北
市
の
小
学
校
で
は
、
子
ど

も
た
ち
に
音
楽
の
持
つ
力
と
夢
を
実
現
さ
せ

る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
功
績
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

２
月
11
日
、
角
館
の
お
祭
り
保
存
会
（
高

橋
雄
七
会
長
）
主
催
の
お
や
ま
囃
子
芸
能
発

表
会
が
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
」
の
重
要
な
構
成

要
素
で
あ
る
「
お
や
ま
囃
子
」
を
、
日
頃
練

習
し
て
い
る
若
者
た
ち
に
、
そ
の
成
果
を
発

表
す
る
場
を
設
け
一
堂
に
披
露
す
る
こ
と
に

よ
り
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
伝
統
の
継

承
活
動
に
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
17
団
体
（
約
５
３
０
人
）
の
参
加

で
、
会
場
は
１
２
０
０
人
以
上
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

第
18
回
お
や
ま
囃
子
芸
能
発
表
会

伝
統
芸
能
の
練
習
成
果
を
披
露

角館地区
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今回の表紙

熱 心 に 除
雪 に 取 り 組
む生徒たち

▼

ム
に
は
気
遣
い
の
一
言
も
添
え
ら
れ
て
い
て

あ
り
が
た
か
っ
た
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

田沢湖地区

西木地区

角館地区

地
域
の
話
題

仙北市の
できごとをお届け
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